


は　じ　め　に

鳥取市では、同和問題の早期解決を市政の重要課題と位置づけ、昭和４４年に「同
和対策事業特別措置法」が施行されて以来今日まで、同和問題を解決するための
諸施策を実施してきました。
　昭和６２年には「人権尊重都市宣言」を制定するとともに、平成６年には「鳥
取市における部落差別をはじめあらゆる差別をなくする条例」を制定し、この条
例に基づく「同和対策総合計画」などを策定し、総合的かつ計画的に諸施策を実
施し、差別のない明るい社会の実現に取り組んでいるところであります。
　この結果、生活環境の改善をはじめとする基盤整備が着実に進み、相当の成果
を上げてきており、啓発の面においても、部落差別の解消に向けての理解は、確
実に進んできています。しかしながら、公共施設や公衆トイレなどで誹謗・中傷
を内容とする悪質な部落差別落書きも発生しており、こうした現状は、部落差別
が今なお存在していることを示しており、差別意識の解消のためにはさらなる努
力が必要と考えております。 
こうしたなか、本市は平成１６年１１月に周辺町村と合併し２０万都市となり、
新たな鳥取市における同和問題等をはじめとするさまざまな人権問題に関する意
識の現状とその傾向を調査分析し、今後の施策の推進を図るため、平成１７年６
月に「同和問題等人権問題に関する市民意識調査」を実施いたしました。
今後、この調査結果を踏まえ、市民と行政が協働して、人権を相互に尊重しあい、
差別のない明るい人権尊重都市の実現に向けて、効果的な啓発活動を推進してま
いりたいと考えております。
終わりになりましたが、この調査実施にあたり多大なご協力、ご支援をいただ
きました関係者の皆様方に感謝申し上げますとともに、調査にご協力いただきま
した市民の皆様に心よりお礼申し上げます。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取市長　
                                                                                竹　内　　　功
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